






本日はお忙しい中、当社FY25第1四半期の決算説明会にご参集いただき

ありがとうございます。

FY25第1四半期決算のポイントになります。円高の影響もあり、売上高は
1,958億円、営業利益で48億円と減収減益になりましたが、円高影響を除
く実質物量は若干プラスでした。

欧州を中心とした構造改革は計画どおりに進捗し、米国による追加関税に対
しての売価転嫁を開始しました。

FY25通期予想は2025年５月の公表値から変更はありません。ステアリング
事業の連結化の影響は含まない前提であり、売上高7,600億円、営業利益
220億円を据え置いています。

なお、年間の配当金34円／株も変更ありません。



こちらは1Q実績のサマリーです。売上高は1,958億円で対前年47億円の減
収となりましたが、こちらには-89億円の為替の影響が含まれています。営業利
益の実績は48億円となり、対前年11億円の減益となりました。営業利益に
対する為替の影響は-23億円になります。税引前利益は49億円、当期利益
は11億円となり、当社予想に対し計画どおりに進捗していると考えています。ま
た、ステアリング事業については持分法損益で約２億円の黒字となりました。



営業利益の対前年差の説明となります。前年実績59億円に対し、円高の影
響は-23億円でした。本日冒頭に若干の物量増という説明をしましたが、物
量/Mixは+７億円となりました。体質としては＋４億円の改善ができていると
考えており、中身としては米国追加関税の影響を含むインフレ影響が-36億
円、費用増は-14億円で、特に今年は基幹システムの国内での立ち上げがあ
ります。それらに対する体質改善としてポートフォリオ、売価転嫁、コストダウン、
生産性改善などが合わせて+42億円あり、加えて前期から取り組んでいる構
造改革効果が+12億円あります。これらをネットして+４億円の体質改善に
なりました。一過性の費用は構造改革費用を４億円ほど計上しましたが、前
年計上した費用とのネットでは＋１億円となっています。

以上がFY25第1四半期の営業利益実績となります。



産業機械事業の実績です。FY25第1四半期の売上高は892億円で、対前
年-14億円となりました。こちらには、為替の影響が-46億円含まれています。
営業利益は16億円となり対前年-11億円になりましたが、為替の影響が-14
億円程度あります。第1四半期の物量感ですが、軸受においては中国向けで
若干増加、精機製品については米州でスポットの需要対応もあり増加しまし
た。しかしながら第1四半期の営業利益率については、増収効果に対して構
造改革費用の計上や円高影響などがあり、減益となりました。



自動車事業の第1四半期の売上高は989億円となり、対前年-16億円の減
収でした。為替の影響は-42億円です。営業利益は36億円となり対前年で
＋５億円でした。円高の影響がありましたが、若干の増収による効果もあり、
その影響をはね返すことができたものと見ています。



第1四半期の売上高についてFY23からFY25まで各地域別にバーチャートで
並べたものになります。欧州は今期238億円となり、為替の影響もありますが
自動車・産機ともに対前年から大幅な減収となりました。中国に関しては、産
業機械・自動車ともに若干プラスになりました。米州は為替影響を除くと増収
ですが、成長は足踏み状態にあると考えます。日本は産機の回復が足踏みし
ていて、自動車に関しては横ばいという状況が続いています。





通期の業績予想にはステアリング事業は含まれていませんが、連結化の予定
は９月１日で進めておりますので、第2四半期決算においては予想を修正し
た形でお知らせすることができると考えています。通期の業績予想は当初予想
を維持し、売上高7,600億円、営業利益220億円、税引前利益190億円
、当期利益70億円となります。



第1四半期を終えた時点での事業環境について触れたいと思います。市場の
重要動向についてはほぼ予想前提どおりに進んでいる状況ですが、物量の回
復の兆候としてクリアなものは出てきていないと感じています。また、米国の追加
関税が現時点で決着したという前提で見れば、自動車の生産台数は当初の
予想どおりに推移していくのではないかと考えます。

それから、米国の追加関税影響については、当初120億円のコスト増と説明
しましたが、現在の状況からすると90億円程度まで縮小したと見ています。実
際の影響として、第1四半期は約14億円のコスト増となりましたが、自動車、
産機合わせてお客様との交渉の中で７割程度である10億円の回収ができま
した。第2四半期以降も関税による影響については売価転嫁していく方針に
変わりありません。

構造改革の進捗については、欧州を中心に1,000名規模の削減を進めてお
り、前年度は600名ほどの実績でした。今期は400名の目標に対し第1四半
期で150名の進捗となっています。効果の刈り取りは通期で44億円、一過性
費用の計上は65億円を計画しており計画から変更はありません。第1四半期
の効果の刈り取りは12億円、一過性費用の計上は４億円です。先行き不
透明な状況ではありますが、しっかりと構造改革および収益体質の改善の取り
組みを継続していきます。





MTP2026のトピックスとして新商品の売上進捗だけ紹介させていただきます。
新商品の売上高は自動車が中心になってしまいますが、500億円の目標に
対して８割程度まで何とか積み上がってきました。ポイントは電動ブレーキ用の
ボールねじが高いシェアで獲得できたことです。それから、重量の重い電動車や
ピックアップトラックなど高車重向けのハブユニットがあり、こちらの受注が進んで
います。また、ロッキングクラッチやアクティブキャスタ、そして分解が可能なベアリ
ングなども生み出しています。

分解可能なベアリングはMRO（Maintenance,  Repair, and 
Operations）を対象にした開発製品です。これら１つずつですが新商品の
バリエーションも揃ってきており、少しずつ受注も出てきている状況です。



先ほど説明しましたロッキングクラッチや、いわゆるMRO・リコンディショニングに対
応したベアリングの開発についての補足です。特にロッキングクラッチは、我々が
持っているボールねじと組み合わせることにより、自動車・産機問わず電動化の
アプリケーションへの適用拡大を図っていきたいと考えています。そして、分解可
能なベアリングは、アフターマーケット・MRO市場において我々の製品の優位性
を高めるとともに状態監視の技術を結びつけていきたいと考えています。

説明は以上となります。ありがとうございました。
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